
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種部品などを収容するように形成されたメインシャーシと、
　前記メインシャーシ内に設置され、室内空気と熱交換する熱交換機と、
　前記メインシャーシ内に設置され、室内空気を吸入及び吐き出す送風ファンと、
　前記メインシャーシの前方に設置され、前記熱交換機に空気を流入させるために前面に
形成された吸入口を含むフロントパネルと、
　前記メインシャーシと前記フロントパネルとからなる外部ケースの底面に形成された吐
き出し口と、
　前記フロントパネルの前面に下部が着脱自在に連結されて支持され、該下部を基準とし
て回動して前記吸入口を選択的に開閉するとともに、空調装置の運転状態を表示する表示
部が設けられている吸入パネルと、
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　空調装置の運転中に前記吸入パネルを限定された範囲まで回動させ、また、前記吸入パ
ネルを前記フロントパネルから取り外すときに、前記フロントパネルに吊り下がるように
前記吸入パネルと前記フロントパネルとを連結する駆動手段とを有し、
　前記駆動手段は、
　前記フロントパネルに回動自在に連結された第１先端と、該第１先端の反対側に設けら
れた第２先端とを有する第１リンクと、
　前記第１リンクの第２先端に回動自在に連結される第１先端及び前記吸入パネルに回動
自在に連結される第２先端を有する第２リンクと、



ことを特徴とする空調装置。
【請求項２】
　前記吸入パネルの下側縁が、前記フロントパネルの下部に回動自在に支持されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の空調装置。
【請求項３】
　前記吸入パネルは、前記吸入口を覆い得るメインプレートと前記メインプレートの前面
に付着される補助プレートとを有することを特徴とする請求項２に記載の空調装置。
【請求項４】
　前記補助プレートは、
光を透過する第１層及び前記第１層の背面に位置されて光を反射する第２層からなること
を特徴とする請求項３に記載の空調装置。
【請求項５】
　前記補助プレートの第１層が強化ガラス又は合成樹脂から製造されることを特徴とする
請求項４に記載の空調装置。
【請求項６】
　前記補助プレートの第２層が金属薄膜又は誘電体の多層膜であることを特徴とする請求
項４に記載の空調装置。
【請求項７】
　前記第２層が所定のカラーで彩られることを特徴とする請求項６に記載の空調装置。
【請求項８】
　前記補助プレートは多数の形態の模様及び色を含むことを特徴とする請求項４に記載の
空調装置。
【請求項９】
　前記吸入パネルは、 空調装置の運転中に前記フロントパネルに
対して一定傾斜角を維持することを特徴とする請求項１に記載の空調装置。
【請求項１０】
　前記第１リンク及び第２リンクの連結部は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リ
ンクの第１先端のうちいずれか一つに形成されるヒンジホール、及び、前記ヒンジホール
が形成された先端に連結される他の一つの先端に形成されて前記ヒンジホールに挿入され
るヒンジピンを含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項１１】
　前記第２リンク及び吸入パネルの連結部は、
　前記吸入パネルの背面に形成されヒンジホールを含むブラケットと、
　前記第２リンクの第２先端に形成されるヒンジホール 、
　前記ブラケット及び前記第２リンクのヒンジホールに同時に挿入されるヒンジピンと、
を含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項１２】
　前記駆動手段は、前記第１リンクの第１先端に連結され前記第１リンクを自動的に回転
させるモータを更に含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項１３】
　前記モータは、前記第１リンクの回転量を段階的に調節できるステップモータであるこ
とを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項１４】
　前記モータは、前記フロントパネルの背面に設置され、前記第１リンクは前記フロント
パネルに形成された開口部を通って前記モータ軸と連結されることを特徴とする

に記載の空調装置。
【請求項１５】
　前記フロントパネルは、前記開口部の近くに形成され、内部電装品への接近を防止する
隔壁を更に含むことを特徴とする に記載の空調装置。
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　前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１リンク及び第２リンクの相対回
転範囲を制限するストッパーとを有する

前記ストッパーにより、

請求項１

と

請求項１

請求項１

請求項１２

請求項１
２

請求項１４



【請求項１６】
　前記隔壁は、前記開口部の周囲から前記フロントパネルの後方に前記フロントパネルの
前面に垂直に延長されることを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項１７】
　前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１及び第２リンク
の分離を防止する補助連結部材を更に含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項１８】
　前記補助連結部材は前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、
いずれか一つに形成され、連結される他の一つの先端 一部を包むガイドであることを特
徴とする に記載の空調装置。
【請求項１９】
　前記補助連結部材は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち
、いずれか一つの近くに形成されるボスと、
　前記ボスに締結されながら前記ボスが形成された先端に連結される他の一つの先端の一
部と噛み合わせる締結部材とを含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項２０】
　前記吸入パネル及びフロントパネルの装着部は、前記フロントパネルの下部に形成され
るヒンジバー、及び、前記吸入パネルの下端に突出されるように形成され前記ヒンジバー
に着脱可能に結合されるヒンジリングを含むことを特徴とする請求項１に記載の空調装置
。
【請求項２１】
　前記吸入パネル 、前記吸入パネルが前記フロントパネルに対して取り外される場合、
内部電装品に対する電源を遮断する電源制御手段を更に含むことを特徴とする請求項１に
記載の空調装置。
【請求項２２】
　前記電源制御手段は、前記吸入パネルの下端に形成され前記フロントパネルへの装着時
に、前記フロントパネルに形成された孔に挿入される突起と、
　前記フロントパネル内に所定の固定部材によって固定され、前記挿入された突起と接触
して電源を供給するスイッチと、
を含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項２３】
　前記突起のスイッチとの接触部位が曲面であることを特徴とする に記載の空
調装置。
【請求項２４】
　前記スイッチは、
　電気的な接点を含む本体と、
　前記本体と連結される一端と、電気的な接点を含み加圧時前記本体の接点と接触する他
端とを有する端子と、
を含むことを特徴とする に記載の空調装置。
【請求項２５】
　前記固定部材は、
　前記突起のための溝に隣接して前記フロントパネルの内部に形成され前記スイッチが挿
入されるフック及び前記スイッチを支持するリーブを含むことを特徴とする に
記載の空調装置。
【請求項２６】
　前記メインシャーシに設置され、前記メインシャーシの内部に挿入されるか外部に引き
出されながら熱交換された空気を室内に吐き出す吐き出し手段を更に含むことを特徴とす
る請求項１に記載の空調装置。
【請求項２７】
　前記メインシャーシは、前方部と、前記前方部の後面から突出した後方部とを有し、前
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記後方部は前記前方部と連通するとともに室内壁面に設置され、前記後方部は前記前方部
より小さい左右幅を有することを特徴とする請求項１に記載の空調装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空調装置に関するもので、特に、空調装置の室内機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、空調装置は室内の快適な空気調和のため空気を冷却させて室内に循環させる装置
である。かかる空調装置は全て部品などが一つのユニットに備えられる一体型と二つのユ
ニット、即ち、室内機及び室外機に備えられる分離型に分けられる。分離型空調装置は更
に室内機を壁に掛ける壁掛け型と室内機を底面に設置する床置型と室内機を天井に吊した
り天井内部に設置する天井型とに分けられる。
【０００３】
図１は一般的な分離型空調装置の室内機を示す斜視図である。
【０００４】
図１に示すように、一般的な分離型空調装置の室内機は外観を形成し室内壁面に装着され
るメインシャーシ１と、前記メインシャーシ１の正面に設置される前面パネル３と、前記
前面パネル３に形成される吸入グリル５ａと、前記前面パネル３の下端に設置される吐き
出しグリル７とから構成される。また、前記吸入グリル５ａと吐き出しグリル７の間に現
在の作動状態を表示したりユーザの操作を誘導する表示部９が設置される。
【０００５】
なお、前記メインシャーシ１の上部面にも室内空気が吸入される別の吸入グリル５ｂを更
に設置することもできる。
【０００６】
このような従来分離型空調装置は次のような問題があった。
第一に、前記メインシャーシ１と前面パネル３が前方に向かって円状に突出されているの
で、従来室内機の前後の幅が相当広かった。また、吸入グリル５ａは室内機の内部部品を
保護し、外部空気を誘導する役割をする室内機の前後の幅を増加させる一つの原因になり
、室内機の外観にあまり役に立たなかった。
【０００７】
これによって従来室内機は多くの室内空間を示すだけではなく、全体的に美麗な外観を提
供することができなかった。
【０００８】
第二に、前記、吸入グリル５ａ、５ｂは部分的にいつも開放されているので、塵などの異
物質が前記吸入グリルを通って室内機の内部に進入する問題があった。
【０００９】
第三に、前記吸入グリル５ａと吐き出しグリル７の位置的な関係から、吸入される空気と
吐き出される空気が相互干渉する問題点が発生した。即ち、前記吸入グリル５ａと吐き出
しグリル７が全て前記メインシャーシ１の正面に位置するので熱交換のために吸入される
空気と熱交換済みの空気が相互に混ざることがしばしば発生した。この場合、熱交換され
た空気が室内をろくに循環しない状態ですぐに前記吸入グリル５ａを通って熱交換機１１
に吸入されてしまい、これによって熱交換の効率が低下された。
【００１０】
第四に、前記吐き出しグリル７の構造によって、前記メインシャーシ１の直下の空間に熱
交換された空気がろくに供給されない四角形状の領域が発生した。勿論、前記ベーン１７
やルーバー１５によって熱交換された空気の吐き出し方向を調節できるが前記メインシャ
ーシ１の直下の空間に熱交換された空気を直接供給することは不可能であった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
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本発明は、上記従来技術の問題点を解決するためのもので、よりスリム化された外観を有
する空調装置を提供することが目的である。
【００１２】
本発明の他の目的は熱交換前の空気と熱交換後の空気が相互干渉しない空調装置を提供す
ることが目的である。
【００１３】
本発明の他の目的は異物質の侵入を最小化できる空調装置を提供することが目的である。
【００１４】
本発明の更に他の目的は熱交換された空気を室内に均一に供給できる空調装置を提供する
ことが目的である。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するための本発明によると、各種部品などを収容するように形成されたメ
インシャーシと、前記メインシャーシ内に設置され室内空気と熱交換する熱交換機と、前
記メインシャーシ内に設置され室内空気を吸入及び吐き出す送風ファンと、前記メインシ
ャーシの前方に付着され、前記熱交換機に空気を流入させるために前面に形成された吸入
口を含むフロントパネルと、また、前記フロントパネルの前面に回動自在に設置されて前
記吸入口を選択的に開閉し、前記フロントパネルの前面に脱着自在に設置される吸入パネ
ルと、からなることを特徴とする。
【００１６】
ここで、前記吸入パネルはメインプレートと前記メインプレートの前面に付着される補助
プレートとからなる。
【００１７】
また、前記補助プレートは、光を透過する第１層及び前記第１層の背面に位置されて光を
反射する第２層からなる。
【００１８】
前記補助プレートの第１層が強化ガラス又は合成樹脂から製造され前記補助プレートの第
２層が金属薄膜又は誘電体の多層膜で製造される。また、前記第２層が所定のカラーで彩
られ、前記補助プレートは多数の形態の模様及び色を含む。
【００１９】
前記吸入パネルは作動中前記フロントパネルに対して一定傾斜角を維持することが望まし
い。このために前記吸入パネルは前記吸入パネルの脱着時前記フロントパネルと吸入パネ
ルを連結し、作動中前記吸入パネルを限定された範囲まで回転させる駆動手段を含むこと
が望ましい。
【００２０】
前記駆動手段は、前記フロントパネルに回動自在に連結された第１先端を有する第１リン
ク、及び前記第１リンクの第１先端に対向される第１リンクの第２先端に回動自在に連結
される第１先端及び前記吸入パネルに回動自在に連結される第２先端を有する第２リンク
を含む。
【００２１】
前記第１リンク及び第２リンクの連結部は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リン
クの第１先端のうちいずれか一つに形成されるヒンジホール、及び前記ヒンジホールが形
成された先端に連結される他の一つは先端に形成されて前記ヒンジホールに挿入されるヒ
ンジピンを含むことを特徴とする。
【００２２】
前記第２リンク及び吸入パネルの連結部は、前記吸入パネルの背面に形成されヒンジホー
ルを含むブラケットと、前記第２リンクの第２先端に形成されるヒンジホール及び前記ブ
ラケット及び前記第２リンクのヒンジホールなどに同時に挿入されるヒンジピンを含む。
【００２３】
望ましくは、前記駆動手段は前記第１リンクの第１先端に連結され前記第１リンクを自動
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に回転させるモータを更に含み、前記モータは前記第１リンクの回転量を段階的に調節で
きるステップモータであることを特徴とする。
【００２４】
前記モータは設置空間の制約によって実際に前記フロントパネルの背面に付着され、前記
第１リンクは前記フロントパネルに形成された開口部を通って前記モータ軸と連結される
。
【００２５】
前記内装された電装品への接近を防止するために、前記フロントパネルは前記開口部の近
くに形成され、前記内蔵された電装品への接近を防止する隔壁を更に含み、前記隔壁は前
記開口部の周囲から前記フロントパネルの後方に前記フロントパネルの前面に垂直に延長
されることを特徴とする。
【００２６】
前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１及び第２リンクの
分離を防止する補助連結部材を更に含むことを特徴とする。
【００２７】
前記補助連結部材は前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、い
ずれか一つに形成され、連結される他の一つの先端一部を包むガイドであることを特徴と
する。
【００２８】
前記補助連結部材は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、
いずれか一つの近くに形成されるボス及び
前記ボスに締結されながら前記ボスが形成された先端に連結される他の一つの先端一部と
噛み合わせる締結部材を含むことを特徴とする。
【００２９】
また、前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１リンク及び
第２リンクの相対回転範囲を制限するストッパーを更に含み、前記吸入パネル及びフロン
トパネルの装着部は、前記フロントパネルの下部に形成されるヒンジバー及び、前記吸入
パネルの下端に突出されるように形成され前記ヒンジバーに着脱可能に結合されるヒンジ
リングを含む。
【００３０】
前記吸入パネルが分離される場合、前記吸入パネルは内部電装品に対する電源を遮断する
電源制御手段を更に含む。
【００３１】
かかる前記電源制御手段は前記吸入パネルの下端に形成されパネル装着時前記フロントパ
ネルに形成された孔に挿入される突起及び
前記フロントパネル内に所定の固定部材によって固定され、前記挿入された突起と接触し
て電源を供給するスイッチを含む。
【００３２】
ここで、前記スイッチは、電気的な接点を含む本体及び、
前記本体と連結される一端と電気的な接点を含み加圧時前記本体の接点と接触する他端を
有する端子を含み、前記固定部材が、
前記突起のための溝に隣接に前記フロントパネルの内部に形成され前記スイッチが挿入さ
れるフック及び前記スイッチを支持するリーブなどを含む。
【００３３】
なお、本発明の空調装置は、前記メインシャーシに設置され、前記メインシャーシの内部
に挿入されるか外部に引き出されながら熱交換された空気を室内に吐き出す吐き出し手段
を更に含む。
【００３４】
前記本発明によって空調装置は、コンパクトで、美麗な外観を有することになる。
【００３５】
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本発明は、各種部品などを収容するように形成されたメインシャーシと、前記メインシャ
ーシ内に設置され、室内空気と熱交換する熱交換機と、前記メインシャーシ内に設置され
、室内空気を吸入及び吐き出す送風ファンと、前記メインシャーシの前方に付着され、前
記熱交換機に空気を流入させるために前面に形成された吸入口を含むフロントパネルと、
また、前記フロントパネルの前面に回動自在に設置されて前記吸入口を選択的に開閉し、
前記フロントパネルの前面に脱着自在に設置される吸入パネルと、からなる。
【００３６】
前記吸入パネルの下端が前記フロントパネルの下部に回動自在に装着されることを特徴と
する。
【００３７】
前記吸入パネルはメインプレートと前記メインプレートの前面に付着される補助プレート
と、からなる。
【００３８】
前記補助プレートは、光を透過する第１層及び前記第１層の背面に位置されて光を反射す
る第２層からなることを特徴とする。
【００３９】
前記補助プレートの第１層が強化ガラス又は合成樹脂から製造される。
【００４０】
前記補助プレートの第２層が金属薄膜又は誘電体の多層膜である。
【００４１】
前記第２層が所定のカラーで彩られる。
【００４２】
前記補助プレートは多数の形態の模様及び色を含む。
【００４３】
前記吸入パネルは作動中前記フロントパネルに対して一定傾斜角を維持する。
【００４４】
前記吸入パネルは前記吸入パネルの脱着時前記フロントパネルと吸入パネルを連結し、作
動中前記吸入パネルを限定された範囲まで回転させる駆動手段を含む。
【００４５】
前記駆動手段は、前記フロントパネルに回動自在に連結された第１先端を有する第１リン
ク、及び、前記第１リンクの第１先端に対向される第１リンクの第２先端に回動自在に連
結される第１先端及び前記吸入パネルに回動自在に連結される第２先端を有する第２リン
クを含む。
【００４６】
前記第１リンク及び第２リンクの連結部は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リン
クの第１先端のうちいずれか一つに形成されるヒンジホール、及び、前記ヒンジホールが
形成された先端に連結される他の一つは先端に形成されて前記ヒンジホールに挿入される
ヒンジピンを含む。
【００４７】
前記第２リンク及び吸入パネルの連結部は、前記吸入パネルの背面に形成されヒンジホー
ルを含むブラケットと、前記第２リンクの第２先端に形成されるヒンジホール、前記ブラ
ケット及び前記第２リンクのヒンジホールなどに同時に挿入されるヒンジピンと、を含む
。
【００４８】
前記駆動手段は、前記第１リンクの第１先端に連結され前記第１リンクを自動に回転させ
るモータを更に含む。
【００４９】
前記モータは、前記第１リンクの回転量を段階的に調節できるステップモータである。
【００５０】
前記モータは、前記フロントパネルの背面に付着され、前記第１リンクは前記フロントパ

10

20

30

40

50

(7) JP 3735592 B2 2006.1.18



ネルに形成された開口部を通って前記モータ軸と連結される。
【００５１】
前記フロントパネルは、前記開口部の近くに形成され、前記内蔵された電装品への接近を
防止する隔壁を更に含む。
【００５２】
前記隔壁は、前記開口部の周囲から前記フロントパネルの後方に前記フロントパネルの前
面に垂直に延長される。
【００５３】
前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１及び第２リンクの
分離を防止する補助連結部材を更に含む。
【００５４】
前記補助連結部材は前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、い
ずれか一つに形成され、連結される他の一つの先端一部を包むガイドである。
【００５５】
前記補助連結部材は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、
いずれか一つの近くに形成されるボス及び前記ボスに締結されながら前記ボスが形成され
た先端に連結される他の一つの先端一部と噛み合わせる締結部材を含む。
【００５６】
前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１リンク及び第２リ
ンクの相対回転範囲を制限するストッパーを更に含む。
【００５７】
前記吸入パネル及びフロントパネルの装着部は、前記フロントパネルの下部に形成される
ヒンジバー、及び、前記吸入パネルの下端に突出されるように形成され前記ヒンジバーに
着脱可能に結合されるヒンジリングを含む。
【００５８】
前記吸入パネルにおいて、前記吸入パネルが分離される場合内部電装品に対する電源を遮
断する電源制御手段を更に含む。
【００５９】
前記電源制御手段は、前記吸入パネルの下端に形成されパネル装着時前記フロントパネル
に形成された孔に挿入される突起と、前記フロントパネル内に所定の固定部材によって固
定され、前記挿入された突起と接触して電源を供給するスイッチと、を含む。
【００６０】
前記突起のスイッチとの接触部位が曲面である。
【００６１】
前記スイッチは、電気的な接点を含む本体と、前記本体と連結される一端と電気的な接点
を含み加圧時前記本体の接点と接触する他端を有する端子と、を含む。
【００６２】
前記固定部材は、前記突起のための溝に隣接に前記フロントパネルの内部に形成され前記
スイッチが挿入されるフック及び前記スイッチを支持するリーブを含む。
【００６３】
前記メインシャーシに設置され、前記メインシャーシの内部に挿入されるか外部に引き出
されながら熱交換された空気を室内に吐き出す吐き出し手段を更に含む。
【００６４】
前記メインシャーシがこの底面に形成される吐き出し口を含む。
【００６５】
前記メインシャーシが前方部と前記前方と連通され壁面に設置される後方部を含む。
【００６６】
本発明の空調装置は、各種部品などを収容するように形成されたメインシャーシと、前記
メインシャーシ内に設置され、室内空気と熱交換する熱交換機と、前記メインシャーシ内
に設置され室内空気を吸入及び吐き出す送風ファンと、前記メインシャーシの前方に付着
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され、前記熱交換機に空気を流入させるために前面に形成された吸入口を含むフロントパ
ネルと、また、前記吸入口を選択的に開閉するように前記フロントパネルの前面に回動自
在に設置され、前記フロントパネルの前面に脱着可能に設置され脱着される時前記フロン
トパネルにつながれる吸入パネルからなる。
【００６７】
前記吸入パネルの下端が前記フロントパネルの下部に回動自在に装着される。
【００６８】
前記吸入パネルは、メインプレートと前記メインプレートの前面に付着される補助プレー
トとからなる。
【００６９】
前記補助プレートは、光を透過する第１層及び前記第１層の背面に位置されて光を反射す
る第２層からなる。
【００７０】
前記補助プレートの第１層が強化ガラス又は合成樹脂から製造される。
【００７１】
前記補助プレートの第２層が金属薄膜又は誘電体の多層膜である。
【００７２】
前記第２層が所定のカラーで彩られる。
【００７３】
前記補助プレートは多数の形態の模様及び色を含む。
【００７４】
前記吸入パネルは作動中前記フロントパネルに対して一定傾斜角を維持する。
【００７５】
前記吸入パネルは前記吸入パネルの脱着時前記フロントパネルと吸入パネルとを連結し、
作動中前記吸入パネルを限定された範囲まで回転させる駆動手段を含む。
【００７６】
前記駆動手段は、前記フロントパネルに回動自在に連結された第１先端を有する第１リン
ク、及び前記第１リンクの第１先端に対向される第１リンクの第２先端に回動自在に連結
される第１先端及び前記吸入パネルに回動自在に連結される第２先端を有する第２リンク
を含む。
【００７７】
前記第１リンク及び第２リンクの連結部は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リン
クの第１先端のうちいずれか一つに形成されるヒンジホール、及び前記ヒンジホールが形
成された先端に連結される他の一つの先端に形成されて前記ヒンジホールに挿入されるヒ
ンジピンを含む。
【００７８】
前記第２リンク及び吸入パネルの連結部は、前記吸入パネルの背面に形成されヒンジホー
ルを含むブラケットと、前記第２リンクの第２先端に形成されるヒンジホール及び前記ブ
ラケット及び前記第２リンクのヒンジホールなどに同時に挿入されるヒンジピンを含む。
【００７９】
前記駆動手段は前記第１リンクの第１先端に連結され前記第１リンクを自動に回転させる
モータを更に含む。
【００８０】
前記モータは前記第１リンクの回転量を段階的に調節できるステップモータである。
【００８１】
前記モータは前記フロントパネルの背面に付着され、前記第１リンクは前記フロントパネ
ルに形成された開口部を通って前記モータ軸と連結される。
【００８２】
前記フロントパネルは前記開口部の近くに形成され、前記内蔵された電装品への接近を防
止する隔壁を更に含む。
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【００８３】
前記隔壁は前記開口部の周囲から前記フロントパネルの後方に前記フロントパネルの前面
に垂直に延長される。
【００８４】
前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１及び第２リンクの
分離を防止する補助連結部材を更に含む。
【００８５】
前記補助連結部材は前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、い
ずれか一つに形成され、連結される他の一つの先端一部を包むガイドである。
【００８６】
前記補助連結部材は、前記第１リンクの第２先端又は前記第２リンクの第１先端のうち、
いずれか一つの近くに形成されるボス及び前記ボスに締結されながら前記ボスが形成され
た先端に連結される他の一つの先端一部と噛み合わせる締結部材を含む。
【００８７】
前記駆動手段は前記第１及び第２リンクの連結部に形成されて前記第１リンク及び第２リ
ンクの相対回転範囲を制限するストッパーを更に含む。
【００８８】
前記吸入パネル及びフロントパネルの装着部は、前記フロントパネルの下部に形成される
ヒンジバーと、前記吸入パネルの下端に突出されるように形成され前記ヒンジバーに着脱
可能に結合されるヒンジリングと、を含む。
【００８９】
前記吸入パネルにおいて前記吸入パネルが分離される場合内部電装品に対する電源を遮断
する電源制御手段と、を更に含む。
【００９０】
前記電源制御手段は、前記吸入パネルの下端に形成されパネル装着時前記フロントパネル
に形成された孔に挿入される突起と、前記フロントパネル内に所定の固定部材によって固
定され、前記挿入された突起と接触して電源を供給するスイッチと、を含む。
【００９１】
前記突起のスイッチとの接触部位が曲面である。
【００９２】
前記スイッチは、電気的な接点を含む本体と、前記本体と連結される一端と電気的な接点
を含み加圧時前記本体の接点と接触する他端を有する端子を含む。
【００９３】
前記固定部材が、前記突起のための溝に隣接に前記フロントパネルの内部に形成され前記
スイッチが挿入されるフック及び前記スイッチを支持するリーブなどを含む。
【００９４】
前記メインシャーシに設置され、前記メインシャーシの内部に挿入されるか外部に引き出
されながら熱交換された空気を室内に吐き出す吐き出し手段を更に含む。
【００９５】
前記メインシャーシがこの底面に形成される吐き出し口を含む。
【００９６】
前記メインシャーシが前方部と前記前方部と連通され壁面に設置される後方部を含む。
【００９７】
【発明の実施の形態】
以下、添付の図面を参照して本発明を更に詳細に説明する。
【００９８】
図２は本発明による空調装置の室内機を示す分解斜視図であり、図３Ａ及び図３Ｂは本発
明による空調装置の室内機の側断面図である。
【００９９】
一般的に空調装置は説明されたように一体型空調装置と室内機及び室外機を有する分離型
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空調装置とから分類される。下記において本発明は分離型空調装置に適用された実施形態
に対して説明する。また、本発明による空調装置の室外機は一般的な室外機と同一である
のでこれに対する説明は省略される。
【０１００】
図面に示すように、本発明による空調装置の室内機はメインシャーシ１０、メインシャー
シ１の内部に設置される熱交換機２０及び送風ファン３０と、メインシャーシ２０の前方
に設置されるフロントパネル４０、また、フロントパネル４０の前面に設置される吸入パ
ネル５０からなる。
【０１０１】
　ここで、まずメインシャーシ１０は基本的に室内機の作動のための各種部品などを収容
できるように形成される。また、本発明でメインシャーシ１０の底面には室内機の内で熱
交換された空気を吐き出すための吐き出し口１４が形成され、吐き出し口１４に吐き出し
アセンブリ６０が装着される。吐き出しアセンブリ６０はベーン及びルーバーなどで構成
され熱交換された空気の吐き出し方向を左右及び上下に調節することができる。従って、
図３Ａ及び図３Ｂに示すようにかかる １４及び吐き出しアセンブリ６０は室内
機の直下の領域に空気を吐き出すことができるので一時的に室内機の前面を通った吸入空
気流動と吐き出し空気流動間の干渉を排除し、室内機の下部領域の冷房に有利である。
【０１０２】
　また、 １４が室内機の前面ではない底面に形成されることによって室内機の
前面の外観が向上される。
【０１０３】
　また、メインシャーシ１０は二重構造即ち、図５Ａ及び図５Ｂに示すように前方部１１
と室内壁面に設置される後方 １２に構成されることができる。
【０１０４】
前方部１１と後方部１２は互いに連通され、両者間の空間を通って熱交換機２０と送風フ
ァン３０などが設置される。
【０１０５】
より詳細に説明すると、前方部１１は矩形であり、この底面に吐き出し口１４が形成され
る。また、前方部１１はフロントパネル４０と一体に形成することもできる。
【０１０６】
後方部１２は前方部１１の後面から突出され、前方部１１より小さい上下幅と左右幅を有
する。従って、後方部１２が室内壁面に設置される場合、ユーザの立場では前方部１１が
主に見せられ、その結果室内機の外観が視覚的にスリム化される。特に室内壁面に後方部
１２と対応する凹溝が形成される場合、前方部１１だけが室内壁面から突出されるので室
内機の占める空間を相当減らすことになる。
【０１０７】
また、後方部１２は前方部１２と相互分離される別の部材になり得るし、一方、前方部１
２と相互分離される一体に形成される。
【０１０８】
また、前方部１１の上部面と後方部１２の上部面には吸入効率を向上させるために別の吸
入口１３ａ、１３ｂが形成され得る。また、吸入空気の流動を円滑にガイドするように、
吸入口１３ａ、１３ｂなどは吸入グリルを更に包含できる。
【０１０９】
熱交換機２０はその内部に流動する冷媒などの作動流体によって室内機に吸入された室内
空気と熱交換される。また、送風ファン３０は一般的に熱交換機２０の後方に位置し、モ
ータ３１によって回転しながら室内空気を室内機を介して強制循環される。即ち、送風フ
ァン３０は、室内空気が熱交換機２０と熱交換されるように室内機の内部に吸入させ、熱
交換された空気を室内機の外部に吐き出す。この場合、熱交換機２０は図３Ａ、図３Ｂ及
び図５に示すように室内機前方部のみだけじゃなく上部に形成された吸入口などを通って
吸入される室内空気が全て熱交換されるように適当に折り曲げられている形状を有する。
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【０１１０】
フロントパネル４０は基本的にメインシャーシ１０の前面を密閉することでメインシャー
シ１０と共に熱交換機及び送風ファン３０などのような各種部品などが装着される空間を
形成する。フロントパネル４０の前面には熱交換機２０に室内空気を流入させるための主
吸入口４１ａが形成される。　また、メインシャーシ１０の上部吸入口１３ａ、１３ｂに
代えてフロントパネル４０の上部に補助吸入口４１ｂが形成される。また、フロントパネ
ル４０の前面には吸入パネル５０のための内部に陥没された席部４０ａが形成され、席部
４０ａの上部及び下部には装飾パネル４２ａ、４２ｂが各々設置される。装飾パネル４２
ａ、４２ｂは各種カラーまたは模様を含みて室内機の前面を装飾する役割をし、空調装置
の外観を向上させるために吸入パネル５０と共に平らな室内機の前面を形成する。
【０１１１】
かかる装飾パネル４２ａ、４２ｂはフロントパネル４０と一体に形成され得る。また、吸
入される空気を浄化するために主吸入口４１ａには集塵機４５及び空気フィルタ－４７が
各々設置される。全体的にフロントパネル４０は設計的な必要によってメインシャーシ１
０と一体に形成されることもできる。
【０１１２】
　吸入パネル５０は主吸入 ４１ａ全体を覆える平面部材として主吸入口４１ａを選択的
に開閉する。このために吸入パネル５０は基本的にフロントパネル４０に回動自在に設置
し、より詳細には吸入パネル５０の下端部はフロントパネル４０の前面下部にヒンジ連結
される。吸入パネル５０は下端部を中心に回転しながら空調装置の作動時主吸入口４１ａ
を開放し、作動停止時閉鎖することになる。ここで一般的な吐き出しグリルと比較した時
吸入パネル５０は薄い平面部材であるので室内機の全体をコンパクトにでき、前面を平面
化するので室内機の外観を美麗にできる。また、吸入パネル５０は空調装置の作動停止時
主吸入口４１ａを完全に閉鎖するので主吸入口４１ａを通った異物質の侵入を防止するこ
とができる。また、吸入パネル５０とフロントパネル４０とはヒンジによって連結される
ので本発明はこのような簡単な構造によって主吸入口４１ａを開閉することができる。
【０１１３】
より詳細に説明すると、吸入パネル５０は図２に示すように、フロントパネル４０に装着
されるメインプレート５１とメインプレート５１の前面に付着される補助プレート５２を
含むことができる。ここで、メインプレート５１には補助プレート５２のための空洞部の
席部が形成されるのが望ましい。また、補助プレート５２は二重部材で形成するか単一部
材で形成されることもできる。
【０１１４】
二重部材の補助プレート５２は第１層５２ａ及び第１層５２ａの背面に位置される第２層
５２ｂを包含できる。第１層５２ａは強化ガラス又は透明な合成樹脂で製造され、光を透
過させる。また、第２層５２ｂは第１層５２ａを透過した光を反射させ、このために金属
薄膜又は誘電体多層膜となる。金属薄膜は第１層５２ａの背面を研磨して塗布される銀や
アルミニウム膜となり、誘電体多層膜は第１層５２ａの背面に蒸着される。かかる補助プ
レート５２で室内機の前面に入射された光は第１層５２ａを透過して第２層５２ｂで反射
されることによって吸入パネル５０は全体的にミラーとして作用する。また、第２層５２
ｂ所定のカラーで彩られ、かかるカラーは透明な第１層５２ａを通って露出される。なお
、単一部材の補助プレート５２は多様な模様及びカラーを包含できる。特に原木形態の模
様及びカラーは室内機に上品なイメージを与える。従って、このような補助プレート５２
によって空調装置の外観は更に向上され得る。
【０１１５】
又、図４Ａ及び図４Ｂに示すように吸入パネル５０には写真などの印刷物５５ａを挿入す
る挿入溝５５が形成され得、空調装置の運転状態を表示する表示部５６が設置されること
もできる。これらの挿入溝５５及び表示部５６は空調装置の外観を向上させる同時に吸入
パネル５０が更に様々な用途を有することにする。
【０１１６】
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なお、吸入パネル５０が完全に開放される場合、主吸入口４１ａの全体が露出されるので
室内機の外観上美麗でなかった。従って、図３Ｂ及び図４Ｂに示すように吸入パネル５０
はフロントパネル４０から一定角度だけに回動するのが望ましい。即ち、吸入パネル５０
は空調装置の作動中フロントパネル４０に対して一定な傾斜角を維持することになる。か
かる傾斜の吸入パネル５０は図３Ｂに示すように主吸入口４１ａと吐き出し口１４との間
に位置される。従って、吸入口４１ａ及び吐き出し口１４を通った吸入流動及び吐き出し
流動は実質的に相互分離され相互干渉されない。また、一般的に室内機が壁面に高く位置
されユーザは上向くことになるので傾斜の吸入パネル５０は開放された主吸入口４１ａを
見せなく隠すことができる。また、吸入パネル５０に設置された表示部５６などはかえっ
てユーザに更に良く見えるようにする。
【０１１７】
かかる一定傾斜角を維持するために吸入パネル５０は吸入パネル５０を支持しながら同時
に回転運動を制限できる駆動手段７０を更に含むのが望ましい。駆動手段７０として多数
メカニズムが用いられるが、本発明ではリンクメカニズムが適用される。
【０１１８】
最大限に広がれる場合にも全体リンク長さは限定されるのでかかるリンク駆動手段７０は
限定されたリンク長さほど吸入パネルの回転を許容し、最大に回転された時吸入パネル５
０をこれ以上回転されないように拘束する。
【０１１９】
駆動手段７０は全体的に図２、図６及び図７に示すようにフロントパネル４０に連結され
た第１リンク７１及び第１リンク７１と吸入パネル５０とを連結する第２リンク７２を含
む。
【０１２０】
ここで、第１リンク７１はフロントパネル４０に回転可能に連結された第１先端７１ａ及
び第１先端７１ａに対向され第２リンク７２と回転可能に連結される第２先端７１ｂを有
する。また、第２リンク７２は第１リンク７１の第２先端７１ｂと回転可能に連結される
第１先端７２ａと吸入パネル５０に回動自在に連結される第２先端７２ｂを有する。より
詳細には第１リンク７１と第２リンク７２の連結部は図６、図７及び図８Ａに示すように
第１リンク７１の第２先端７１ｂに形成されるヒンジホール７１ｄと第２リンク７２の第
１先端７２ａに形成されヒンジホール７１ｄに挿入されるヒンジピン７２ｃからなる。
【０１２１】
　かかる連結部においてヒンジピン７２ｃをヒンジホール７１ｄから抜くか或いは挿入す
ることで第１リンク７１及び第２リンク７２は容易に分解され得る。即ち、単なる連結部
によって吸入パネル５０の修理及び交換などが容易におこなわれる。又説明とは反対にヒ
ンジホールを第２リンク７２にヒンジピンは第１リンク７１に各々形成されることも可能
である。また、第２リンク 及び吸入パネル５０の連結部は図８Ｂに示すように吸入パ
ネル５０の背面に形成されヒンジホール５７ａを含むブラケット５７ 第２リンク の
第２先端７２ｂに形成されるヒンジホール７２ｄ及びブラケット及び第２リンクのヒンジ
ホール５５ａ、７２ｄに同時に挿入されるヒンジピン５８からなる。
【０１２２】
第１及び第２リンク連結部と類似に吸入パネル５０と第２リンク７２はヒンジピン５８を
除去することで容易に分離され、従って、これらの修理及び交換又は容易になる。
【０１２３】
駆動手段７０と共に吸入パネル５０はユーザによって手動で作動できるがユーザの便宜の
ために吸入パネル５０は自動で回転されるのが望ましい。このために駆動手段７０は第１
リンク７１及び第２リンク７２に駆動力を提供するモータ７３をさらに含む。より詳細に
はモータ７３の軸は図８Ａ及び図８Ｂに示すように第１先端７１ａの孔７１ｃに挿入され
ることによってモータ７３は第１リンクと駆動可能に連結される。また、モータ７３はス
テップモータであるのが望ましく、これによって第１リンク７１の回転量を段階的に調節
できる。従って、吸入パネル５０の回転量及び傾斜角度が調節されながら、吸入パネル５
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０と主吸入口４１ａの間の間隔が変化され得るし、これによって主吸入口４１ａを通った
空気吸入量が調節される。
【０１２４】
なお、モータ７３が設置される場合、吸入パネル５０とフロントパネル４０の間の空間は
制限されているのでモータ７３は望ましくは図８Ａ及び図８Ｂに示すようにフロントパネ
ル４０の背面に付着され、第１リンク７１はフロントパネルに形成された開口部４３を通
ってモータ７３と連結される。かかる設置構造は主吸入口４１ａが開放する場合にもモー
タ７３が露出されないようにすることで空調装置の外観の向上に役に立つ。
【０１２５】
開口部４３は第１リンク７１及び第２リンク７２がこれを通って円滑に運動できるように
上下に長く延長されるのが有利である。しかしながら、かかる開口部４３はユーザの指や
他の部材などが挿入できる程度で十分に大きくなる。従って、フロントパネル４０は開口
部４３の周辺に形成される隔壁４８を更に含むのが望ましい。
【０１２６】
隔壁４８は図８Ａ及び図８Ｂに示すように開口部４３の周りからフロントパネル４０の後
側（後方）に延長される。また隔壁４８は開口部４３の周りからフロントパネル５０の前
面に垂直に延長されることもできるが、開口部４３の大きさを縮小させることができるよ
うに開口部４３の内側方向に傾斜に形成するのが更に有利である。従って、隔壁４８が室
内機に内装された部品への接近を防止することによって指又は外部部材と部品との接触に
よってユーザが感電されるか部品などの誤動作が発生しない。
【０１２７】
　また、第１リンク及び第２リンク７１は のように単なる連結部を有する作動中に分
離される可能性がある。従って、駆動手段を望ましくは第１リンク７１及び第２リンク７
２の連結部に形成される補助連結部材などを更に含む。補助連結部材はまず図６及び図７
に示すように第２リンク７２に形成されるガイド７４となる。ガイド７４は第２リンク７
２の第１先端７２ａから第１リンク７１の第２先端７１ｂに沿って水平に延長される水平
部材７４ａ及び水平部材７４ａから第２先端７１ｂの側面を覆うように延長される垂直部
材７４ｂを含む。即ち、ガイド７４は全体的に第２先端７１ｂの一部を包むことによって
第２先端７１ｂが第２リンクの第１先端７２ａから離脱されることを防止する。
【０１２８】
なお、ガイド７４は、説明の同一形状に第１リンク７１の第２先端７１ｂに形成すること
もできる。また、補助連結部材は図示するように第１リンク７１の第２先端７１ｂの付近
に形成されるボス７５ａとボス７５ａに締結される締結部材７５ｂからなることもできる
。
【０１２９】
　図７に示すように締結部材７５ｂはボス７５ａに締結されながら第２リンクの第１先端

と部分的に噛み合わせるか接触する。従って、第１先端７２ａは第２先端７１ｂか
ら作動中、回転軸方向に分離されない。また、ガイド７４と同様にボス７５ａも第２先端
７１ｂに代えて第２リンク７２の第１先端７２ａ付近に形成されるのが可能である。
【０１３０】
且つ、駆動手段７０は図６及び図７に示すように第１リンク７１及び第２リンク７２の連
結部に形成されるストッパー７６を更に含むこともできる。
【０１３１】
第１及び第２リンクの連結部は第１リンク７１及び第２リンク７２の自由な回転を許容す
るので第１リンク７１及び第２リンク７２だけが相対的に回転し、吸入パネル５０はこれ
以上回転されないこともある。かかる現象は回転中吸入パネル５０に少しでも外力が作用
する場合更に発生する可能性が高い。従って、第１リンク７１の第２先端７１ｂにストッ
パー７４が突出成形されることによって図８Ｂに示すように第２リング７２は回転中にス
トッパー７４にかかり第２リンク７２の第１リンク７１に対する相対回転は制限される。
より詳細にはストッパー７６は実質的に第１リンクと第２リンク７１、７２間の角度を１
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８０°未満で維持させる。結果的にかかるストッパー７６によって吸入パネル５０は安定
的に回転できる。
【０１３２】
　一般的に空調装置の内部には一定時間用いた後吸入された空気から塵などのような異物
質が積もるのでユーザの健康のために空気フィルタ－４７のような内部部品などを掃除す
る必要がある。従って、容易な掃除のために吸入パネル５０はまたフロントパネル４０か
ら脱着可能なものが望ましい。このために吸入パネル５０とフロントパネル４０の装着部
は図２及び図３Ａ、 及び図５Ａに示すように、フロントパネルパネル５０の下部に
形成されるヒンジバー４４ｂ及び吸入パネル５０の下端に突出形成されるヒンジリング

を含む。ここで、ヒンジバー４４ｂはヒンジリング５３の円滑な回転のために所定大き
さの溝４４ａ内に設置される。また、ヒンジリング５３はヒンジバー４４ｂから脱着可能
に部分的に開放された形状５３ａを有する。かかる装着部の構造によって吸入パネル５０
は図９Ａ及び図９Ｂに示すようにフロントパネル４０から容易に分離されて主吸入口４１
ａ全体が露出される。従って、空気フィルタ－４７は容易に分離されて掃除できる。また
、分離された吸入パネル５０は駆動手段、即ち、第１リンク７１及び第２リンク７２によ
ってフロントパネル４０に吊されるので吸入パネル５０の再装着が容易になる。
【０１３３】
しかしながら、かかる空気フィルタ－４７の分離中高電圧によって作動される内部部品、
特に空気フィルタ－４７と隣接した集塵機が露出されるのでユーザは感電されるおそれが
ある。ユーザの安全のために本発明において吸入パネル５０は吸入パネル５０が分離され
る時内部部品の電源を遮断する電源制御手段を更に含む。
【０１３４】
　電源制御手段は図２及び図１０Ａ～図１０Ｃに示すように吸入パネル５０の下端に形成
される突起５４とフロントパネル４０内に所定の固定部材によって固定される電源スイッ
チ１００を含みて成される。ここで突起 は吸入パネル５０がフロントパネル４０に装
着されるとき、フロントパネル４０に形成される貫通孔４６に挿入されてフロントパネル
４０の下部内部に至る。また、吸入パネル５０の下部面は曲面で形成される。また、スイ
ッチ１００は内部部品などと電源の間に連結された一種のリレースイッチとして本体１１
０及び本体１１０に連結され弾性を有する端子１２０を含む。より詳細には端子１２０の
一端は本体１１０と連結され、他端は加圧される時本体１１０と接触する。
【０１３５】
本体１１０及び他端には各々電気的な接点１１１，１２１などが設置され、端子１２０の
他端が本体１１０と接触する時、接点など１１１、１２１は相互連結される。また、スイ
ッチ１００は貫通孔４６に隣接にフロントパネル４０の内部に形成されるフック４９ａ及
びスイッチの後方に位置されるリーブ４９ｂなどによって安定的に固定される。フック４
９ａはスイッチが挿入される席部を形成し、リーブ４９ｂは突起５４によって加圧される
スイッチ１００を押されないように支持する。
【０１３６】
このような電源制御手段において、吸入パネル５０が装着されるとき、突起５４は図１０
Ａに示すように端子１２０を加圧になる。従って、端子１２０の他端が本体１１０と接触
することによって接点など１１１、１２１が連結され、内部部品などに電源が供給される
。また、図１０Ｂに示すように吸入パネル５０が回転する途中にも突起５４は継続的に端
子１２０と接触するので電源の供給は継続される。なお、吸入パネル５０が分離される場
合、突起５４も図１０Ｃに示すように、貫通孔４６から分離され端子１２０は解除される
。従って、端子１２０は支持の弾性によって復元されて接点１１１、１２１などを分離さ
せ内部部品などに対する電源供給が遮断される。
【０１３７】
なお、説明の通り吐き出し口１４は外観の向上及び室内機の直下領域の冷房のために室内
機の底面に形成されるが、かかる吐き出し口１４は冷気を室内全体に均一に吐き出すには
適していない。本発明でより均一な冷房のために室内機はメインシャーシ１００の内部に
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挿入するか又は外部に引き出されながら熱交換された空気を室内に吐き出す吐き出し手段
８０，９０を更に含む。
【０１３８】
まず、吐き出し手段の第１実施形態において、吐き出し手段８０は図１１Ａに示すように
吐き出し口１４に沿って上下に入出駆動しながら吐き出し口１４を選択的に開閉する。こ
のためにメインシャーシ１０の内部に吐き出し口１４に沿って乗降運動する吐き出し口ハ
ウジング８１が設置される。吐き出しハウジング８１は降下程度によってその一部が吐き
出し口１４を通って外部に引き出される。また、吐き出しハウジング８１には熱交換され
た空気が吸入される補助吸入口８１ａと室内に通ずる補助吐き出し口８１ｂが形成される
。
【０１３９】
吐き出しハウジング８１は左右幅が前後幅より長い矩形に、上部面に補助吸入口８１ａが
形成され、正面下部に補助吐き出し口８１ｂが形成される。従って、吐き出しハウジング
８１が上昇してメインシャーシ８１の内部に完全に挿入されると吐き出し口１４は吐き出
しハウジング８１によって閉鎖され、吐き出しハウジング８１がある程度降下して補助吐
き出し口８１ｂが外部に引き出されると吐き出し口１４は開放される。
【０１４０】
ここで、吐き出しハウジング８１の内部に空気の吐き出し方向を調節する部材が設置され
るのが望ましい。このために吐き出しハウジング８１の内部に空気の吐き出し方向を上下
で調節するベーン８３と空気の吐き出し方向を左右に調節するルーバー８４が設置される
。また、補助吸入吸入口８１ａに空気の流動を円滑に誘導する補助吸入グリル８２が更に
設置されるのが望ましい。
【０１４１】
なお、吐き出しハウジング８１はユーザによって直接乗降運動できるが空調装置の運転可
否によって自動で乗降運動するのが望ましい。このために吐き出しハウジング８１を自動
で乗降させる駆動手段が更に設置される。
【０１４２】
駆動手段は電源を印加されて回転力を生成するモータ８５と、モータ８５の駆動軸に連結
されるピニオン８６と、吐き出しハウジング８１の後方壁に上下方向に設置されピニオン
８６と噛み合わせるラック（ｒａｃｋ）８７から構成される。ここで、駆動手段は吐き出
しハウジング８１の後方に設置されるものと図示されているが、吐き出しハウジング８１
の側面に設置されるのが望ましい。
【０１４３】
吐き出しハウジング８１がメインシャーシ１０から完全に分離されることを防止するため
に吐き出しハウジング８１の前方壁にストッパー８８が設置される。吐き出しハウジング
８１がある程度降下すると、ストッパー８８はメインシャーシ１０の底面に掛かることに
なり、この状態で吐き出しハウジング８１はこれ以上降下することができなくなる。
【０１４４】
また、吐き出し手段の第２実施形態９０は図１２Ａに示すように吐き出し口１４内で回動
しながら吐き出し口１４２を選択的に開閉する。このために吐き出し口１４の付近に回転
中心を有して、吐き出し口１１５を通って外部に引出可能に回動する吐き出しハウジング
９１がメインシャーシ１０の底面に設置される。この吐き出しハウジング９１には熱交換
された空気が吸入される補助吸入口９１ａと、室内と通じる補助吐き出し口９１ｂが形成
される。
【０１４５】
吐き出しハウジング９１は扇子状の断面を有し、上部面に補助吸入口９１ａが形成され、
下部円周面に補助吐き出し口９１ｂが形成される。
【０１４６】
ここで、吐き出しハウジング９１の回転軸９６は扇子状の断面の頂点近くに設置される。
この場合、吐き出しハウジング９１が回転軸９６を中心に時計方向に回転してメインシャ
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ーシ１０の内部に完全に挿入されると吐き出し口１４は吐き出しハウジング９１によって
閉鎖される。反対に吐き出しハウジング９１が反時計方向に回転して補助吐き出し口９１
ｂが外部に引き出されると吐き出し口１４は開放される。即ち、メインシャーシ１０の内
部空間は補助吸入口９１ａと補助吐き出し口９１ｂを通って室内に通じることになる。
【０１４７】
吐き出しハウジング９１の内部には熱交換された空気の吐き出し方向を上下に調節するベ
ーン９３と左右に調節するルーバーが設置される。また、補助吸入口９１ａに空気の流動
を円滑に誘導する補助吸入グリル９２が更に設置される。
【０１４８】
また、吐き出しハウジング９１の上部円周面に吐き出しハウジング９１の回転角度を制限
するストッパー９７が設置される。従って、吐き出しハウジング９１がある程度回転する
と、ストッパー９７がメインシャーシ１０の下部面にかかることになり、該状態で吐き出
しハウジング９１はこれ以上回転することができない。
【０１４９】
なお、吐き出しハウジング９１や空調装置の運転可否によって自動で回動するのが望まし
い。このために吐き出し手段９０には吐き出しハウジング９１を自動で回転させる駆動手
段が更に設置される。駆動手段は電源を印加されて回転力を生成するモータ９５として、
駆動軸が吐き出しハウジング９１の回転軸９６に直接連結される。
【０１５０】
本発明による空調装置の作用は関連図面を参照して説明する。
【０１５１】
まず、空調装置の運転が始まると図８Ａ及び図８Ｂに示すようにまず、モータ７３によっ
て第１リンク７１が室内機前方に向かって回転し始め、第２リンク７２も第１リンク７１
に沿って回転する。
【０１５２】
かかる第１リンク７１及び第２リンク７２の回転中、第１リンク７１にストッパー７６が
形成される場合、ストッパー７６は図８Ｂに示すように第２リンク７２にかかって第２リ
ンク７２は第１リンク７１に拘束される。従って、第１リンク７１及び第２リンク７２は
これら同士の相対回転することなく第２リンク７２を吸入パネル５０方向に押すことで、
吸入パネル５０の安定的な回転が保障される。また、吸入パネル５０の回転のために補助
連結部材７４，７５などは第１リンク７１及び第２リンク７２の連結状態を維持させる。
このような駆動手段７１～７６の作用によって吸入パネル６２は図３Ｂ及び図４Ｂに示す
ようにこの下端部を中心に継続的に回転されフロントパネル４０に対して所定角度傾斜に
配置されてフロントパネル４０の主吸入口４１ａを開放させる。
【０１５３】
この同時に吐き出し手段の第１実施形態８０において、モータ８５に電源が印加されて吐
き出しハウジング８１はピニオン８６とラック８７の相互作用によって降下する。この状
態では図１１Ｂに示す通りである。従って、吐き出しハウジング８１の降下によって吐き
出し口１４が開放される。即ち、メインシャーシ１０の内部空間は補助吸入口８１ａと補
助吐き出し口８１ｂを通って室内に通ずることになる。
【０１５４】
また、吐き出し手段の第２実施形態９０において、吸入パネル５０の回転と同時にモータ
９５に電源が印加されて吐き出しハウジング９１が回転することになる。この状態では図
１２Ｂに示すようで、かかる吐き出しハウジング９１の回転によって吐き出し口１４が開
放される。
【０１５５】
このように主吸入口４１ａと吐き出し口１４が開放されると、ファンモータ３１によって
送風ファン３０が回転することになり、室内空気は主吸入口４１ａと補助吸入口４１ｂを
通って室内機の内部に吸入される。かかる吸入過程のうち吸入パネル５０は主吸入口４１
ａを全体的に開放させるために吸入パネル５０は従来の吐き出しグリルに比べて更に多量
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の空気を吸入することができる。
【０１５６】
また、吸入パネル５０の傾斜角を調節することで吸入パネル５０とフロントパネルとの間
の間隔が調節される。従って、かかる間隔調節によって空気吸入量のみでなく空気吐き出
し量も調節される。このように吸入された空気はエアフィルタ－４７を経ることによって
嵩の高い異物質が除去され、集塵機４５を経て塵などの異物質がイオン化されて捕集され
る。続いて空気は熱交換機２０の周辺を経て冷媒との熱交換により冷却され、吐き出し口
１４側に移動される。
【０１５７】
続いて冷却された空気は図１１Ａ及び図１２Ａに示すように補助吸入口８１ａ、８１ｂを
通って吐き出しハウジング８１、９１の内部に流動される。以後冷却された空気はベーン
８３，９３とルーバー８４，９４の案内を受けながら補助吐き出し口８１ｂ、９１ｂを通
って室内に吐き出される。かかる吐き出し過程のうち、吸入パネル５０が主吸入口４１ａ
及び補助吐き出し口８１ｂ，９１ｂの間に斜めに位置されてこれらの間の空間を分割する
隔壁で作用する。従って、吸入及び吐き出し流動間の干渉が排除されて吐き出される空気
が主吸入口４１ａに再吸入されることなない。また、吐き出しハウジング８１、９１がメ
インシャーシ１０から下に引き出されることによって冷却された空気は室内機の直下領域
だけでなく室内全体に均一に吐き出される。
【０１５８】
一定時間の作動後空調装置が停止されると、まずファンモータ３１／送風ファン３１及び
熱交換機２０の作動が停止される。以後吸入パネル５０及び吐き出しハウジング８１、９
１は説明と反対の順に作動して、図３Ａ及び図４Ａに示すように主吸入口４１ａ及び吐き
出し口１４が閉鎖される。
【０１５９】
なお、図９Ａ及び図９Ｂに示すようにユーザが吸入パネル５０を少し回転させた後上側方
向に持ち上げて吸入パネル５０下端のヒンジリング５３は該開放された部分５３ａによっ
てヒンジバー４４ｂから分離される。このように吸入パネル５０はフロントパネル５０か
ら容易に分離される。
【０１６０】
また、吸入パネル５０を離すと、吸入パネル５０は第１リンク７１及び第２リンク７２に
よって吊している状態でフロントパネル５６の下部に位置され主吸入口４１ａは完全に開
放される。かかる主吸入口４１ａの開放時第２リンク７１はストッパー７６によってかか
って第１リンク７１に対して１８０°以上回転されない。
【０１６１】
従って、吸入パネル５０は図示するようにフロントパネル４０の下部に対して所定間隔離
隔されて吊されるので着脱時吸入パネル５０はフロントパネル４０の下部に接触による損
傷を与えない。また、吸入パネル５０の分離と同時に図１０Ｃに示すように、突起５４ま
た貫通孔４６から離脱されてスイッチ１００の接点など１１１，１２１が分離される。従
って、内部部品などに対する電源供給が中断されるのでユーザは感電から保護される。
【０１６２】
このように吸入パネル５０を分離することでユーザは完全に開放された主吸入口４１ａを
通って空気フィルタ－４７及び集塵機４５のような内部部品を便利に掃除及び交換のため
に着脱できる。また、分離された吸入パネル５０が室内機に吊されているので内部部品４
５，４７の装着後ユーザはすぐ吸入パネル５０を便利に装着できる。
【０１６３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によると、次のような効果がある。
【０１６４】
先ずは、従来の吐き出しグリルに代えて薄い平板型の吸入パネルが用いることによって室
内機をコンパクト化でき、美麗な外観が実現される。また、吸入パネルは作動停止時吸入
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口を閉鎖することで異物質の室内機への流入を防ぐことができる。
【０１６５】
また、吸入パネルが作動中フロントパネルに対して傾斜になっているのでユーザに吸入口
を露出させず室内機の外観が向上される。また、傾斜になったフロントパネルによって吸
入流動及び吐き出し流動間の干渉が排除されて熱交換効率が向上される。ひいては吸入パ
ネルの傾斜角を調節することで吸入空気量及び吐き出し空気量又は調節できる。
【０１６６】
吸入パネルはまた脱着可能するので空気フィルタ－及び集塵機などの内部部品の管理が容
易になる。また、吸入パネルは脱着時、室内機に吊されるのでユーザは便利に吸入パネル
が再装着できる。
【０１６７】
なお、本発明は室内機の底面から引出可能な吐き出し手段を備えることによって室内機の
直下領域のみならず室内全体に均一に冷気を吐き出すことができる。
【０１６８】
以上本発明の好適な一実施形態に対して説明したが、実施形態のものに
限定されるわけではなく、本発明の技術思想に基づいて種々の変形又は変更が可能である
。
【図面の簡単な説明】
【図１】一般的な空調装置の室内機を示す斜視図である。
【図２】本発明による空調装置の室内機を示す分解斜視図である。
【図３Ａ】本発明による空調装置の室内機の側断面図である。
【図３Ｂ】本発明による空調装置の室内機の側断面図である。
【図４Ａ】本発明による空調装置の室内機の斜視図である。
【図４Ｂ】本発明による空調装置の室内機の斜視図である。
【図５Ａ】本発明による空調装置の室内機におけるメインシャーシの変形例を示す側断面
図及び斜視図である。
【図５Ｂ】本発明による空調装置の室内機におけるメインシャーシの変形例を示す側断面
図及び斜視図である。
【図６】本発明による空調装置の吸入パネル駆動手段を示す分解斜視図である。
【図７】図６のＡ方向から見た組み立てられた駆動手段を示す正面図である。
【図８Ａ】本発明による空調装置に装着された吸入パネルの駆動手段を示す部分断面斜視
図である。
【図８Ｂ】本発明による空調装置に装着された吸入パネルの駆動手段を示す部分断面斜視
図である。
【図９Ａ】吸入パネルが脱着された本発明の空調装置を示す部分断面斜視図及び斜視図で
ある。
【図９Ｂ】吸入パネルが脱着された本発明の空調装置を示す部分断面斜視図及び斜視図で
ある。
【図１０Ａ】本発明による空調装置の電源制御手段を示す部分断面図である。
【図１０Ｂ】本発明による空調装置の電源制御手段を示す部分断面図である。
【図１０Ｃ】本発明による空調装置の電源制御手段を示す部分断面図である。
【図１１Ａ】本発明による空調装置の吐き出し手段の第１実施形態を示す側断面図及び斜
視図である。
【図１１Ｂ】本発明による空調装置の吐き出し手段の第１実施形態を示す側断面図及び斜
視図である。
【図１２Ａ】本発明による空調装置の吐き出し手段の第２実施形態を示す側断面図及び斜
視図である。
【図１２Ｂ】本発明による空調装置の吐き出し手段の第２実施形態を示す側断面図及び斜
視図である。
【符号の説明】
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１０　メインシャーシ
１４　吐き出し口
２０　熱交換機
３０　送風ファン
４０　フロントパネル
４１ａ　主吸入口
４１ｂ　補助吸入口
４３　開口部
４８　隔壁
５０　吸入パネル
５１　メインプレート
５２　補助プレート
５３　ヒンジリング
６０　吐き出しアセンブリー
７０　駆動手段
７１　第１リンク
７２　第２リンク
７３　モータ
７４　ガイド
７５ａ　ボス
７５ｂ　締結部材
８０、９０　吐き出し手段
８１，９１　吐き出しハウジング
８３、９３　ベーン（ｖａｎｅ）
８４、９４　ルーバー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】
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【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】 【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】
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【 図 １ ０ Ｃ 】 【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】 【 図 １ ２ Ａ 】
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【 図 １ ２ Ｂ 】
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